
52107500保育内容「健康」の指導法 

授業科目  保育内容「健康」の指導法 単位  1 

履      修  選択 関連資格 幼二種免 保育士 ナンバリング CH21308J 

開講年次  2 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP1-2 DP5-2 DP5-3 

担当教員  藤田 稔子 

授業概要  

 子どもの健やかな成長の基本となるものは、子どもの健康です。例えば、子ども達は愛情豊かな環境でこそ

ミルクをたくさん飲むことができ成長していきます。また、様々な生活習慣を獲得する時期も乳幼児期です。こ

の時期の日常生活にまつわる体験が、その子どもの生涯を通じた「健康で安全な生活を作り出す力」を培う

「生きる力」となります。保育における「養護」と領域「健康」は、そのような力を育む内容です。 

 本科目では、領域「健康」のねらい及び内容に沿って、野外での演習も入れつつ「理論」→「演習（グループ

で考える・ディスカッションする）」→「模擬保育（実際に展開する）」→「振り返る」のサイクルで進めていきま

す。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．領域「健康」のねらい及び内容を理解できている 

２．領域「健康」のねらい及び内容を踏まえ、乳幼児が経験し身につけていく内容と指導上の留意点を理解し

ている 

３．幼稚園教育・保育所保育における評価の考え方を理解している 

４．領域「健康」において、乳幼児が経験し身につけていく内容の関連性や小学校の教科等とのつながりを理

解している 

５．乳幼児の発達を視野に入れた保育の構想、養護の重要性を理解している 

６．領域「健康」の特性や乳幼児の発達との関連を考慮した教材の活用方法を理解し、養護及び保育の構想

や指導に活かすことができている 

７．具体的な保育を想定した指導案を作成し、模擬保育とその振り返りを通して、保育を改善する視点を身に

付けている 

８．領域「健康」に特化した社会の状況を把握、考慮した具体的な保育の構想に結び付けることができている 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 0 30 10 40 20 100  

知識・理解 (DP1-1)         

知識・理解 (DP1-2)   20  10  30  

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)         

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)         

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)         

態度(DP4-2)         

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)         

技能・表現 (DP5-2)   10 5 15 20 50  

技能・表現 (DP5-3)    5 15  20  

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

１．乳幼児の発達を踏まえ、養護や保育の構想が具体的に導き

出すことができる 

１．幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども

園教育・保育要領における領域「健康」のねらい及び内容の具

体的なイメージができる 
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２．基本的な生活習慣、食育、病気予防や安全への取り組みに

関心を持ち、自主的に情報を集め、保育に活かす発想を持つこと

ができる 

３．模擬保育を通して省察できる 

２．基本的な生活習慣、食育、病気予防や安全への取り組みに

関心が持てる 

３．乳幼児の発達を考慮した保育の構想を指導案に起こし、模

擬保育で実践できる 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 

テーマ：オリエンテーション 

本科目の授業の進め方や評価方法等の説明をしま

す。その後、1年生で学んだ「子どもと健康」を踏ま

え、領域「健康」及び保育所保育指針の「養護」につい

て解説します 

オリエンテーション 

講義 

予習１：シラバスを読む 

予習２：「子どもと健康」の復習 

予習３：教科書 17-29ページ

を読む 

復習：提示された課題に取り

組む  

45 

2 

テーマ：領域「健康」の展開について学ぼう 

ワークシートを用いて、0歳児・未満児・以上児の発達

と領域「健康」のねらい及び内容、留意点を整理しま

す 

講義 

グループワーク 

予習：教科書 17-29ページを

読む 

復習：ワークシート①を完成さ

せる 

（第 3回の授業で提出） 

 30 

3 

テーマ：安心・安全な生活環境を考えよう① 

3歳未満児が安心・安全な生活の中で形成される生

活リズムや遊び等解説します。その後、グループで保

育室の環境について考えます 

講義 

グループワーク 

予習：教科書 41-44、52-53、

64-74ページを読む 

復習：ワークシート②の指定

箇所まで完成させる 

 30 

4 

テーマ：安心・安全な生活環境を考えよう② 

第 3回の授業に導き出した保育室でのコーナー遊び

の展開についてグループ内で深め、クラス内で発表し

あいます 

グループワーク 

発表 

予習：ワークシート②を見直す 

復習：ワークシート②を完成さ

せる 

（第 5回の授業で提出） 

 30 

5 

テーマ：環境と関わりながら体を動かす戸外あそびを

考えよう① 

勝山公園に出向き、戸外あそびの環境を観察しワー

クシートに記録します 

演習（学外） 予習：教科書 55-56、91-132

ページを読む 

復習：ワークシート③の指定

箇所まで完成させる 

 30 

6 

テーマ：環境と関わりながら体を動かす戸外あそびを

考えよう② 

勝山公園の環境を生かした活動をグループで考え、

遊びを考える 

演習（学外） 予習：ワークシート③を見直し

第 5回授業時に提示された内

容を考えてくる 

復習：指導案①を完成させる 

 45 

7 

テーマ：環境と関わりながら体を動かす戸外あそびを

考えよう③ 

勝山公園に出向き、各グループ考えた「戸外あそび」

を実践します 

模擬保育（学外） 予習：指導案①を完成させる 

復習：ワークシート③と指導案

①を提出できる状態に仕上げ

る 

（第 8回の授業で提出） 

 30 

8 

 テーマ：基本的な生活習慣を身につける関わりを考

えよう① 

基本的な生活習慣とその発達について解説します。

その後、ワークシートを用いて図書館等も利用してテ

ーマごとの課題に取り組みます 

講義 

グループワーク 

予習：教科書 53-55、75-89、

149-160ページを読む 

復習：ワークシート④を整理し

第９回目のワークが円滑に進

められるよう準備をする 

 30 

9 

テーマ：基本的な生活習慣を身につける関わりを考え

よう② 

第 8回目のワークの続きに取り組み、授業の後半で

グループワークの成果の発表をおこないます 

グループワーク 

発表 

予習：ワークシート④を整理し

ワークが円滑に進められるよ

う準備をする 

復習：ワークシート④を完成さ

せる 

（第 10回の授業で提出） 

 30 

10 
テーマ：食べることを楽しむ関わりを考えよう① 講義 

グループワーク 

予習：教科書 47-51、133-147

ページを読む 

 30 
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生活や遊びを通して食への興味関心を持つための基

本的な内容を解説します。その後、グループに分かれ

て食育ピクトグラムを用いたワークをし発表しあいます 

復習：ワークシート⑤の指定

箇所まで完成させる 

11 

テーマ：食べることを楽しむ関わりを考えよう② 

グループに分かれて、テーマに沿った保育活動を考え

指導案、必要な教材を作成します 

グループワーク 予習：ワークシート⑤を見直

し、ワークの準備をする 

復習：指導案②、模擬保育で

使用する教材を完成させる 

 60 

12 

テーマ：食べることを楽しみ関わりを考えよう③ 

第 11回の授業で作成した指導案に基づき実践します 

模擬保育 予習：模擬保育の準備をする 

復習：ワークシート⑤と指導案

②を完成させる 

（第 13回の授業で提出） 

 60 

13 

テーマ：虫歯予防の活動を考えよう① 

発達段階に応じた歯科衛生を考え、指導案・必要な教

材を作成します 

講義 

グループワーク 

予習：教科書 161-175ページ

を読む 

復習：ワークシート⑥、指導案

③と模擬保育で使用する教材

を完成させる 

 60 

14 

テーマ：虫歯予防の活動を考えよう② 

第 13回の授業で作成した指導案に基づき実践します 

模擬保育 予習：模擬保育の準備をする 

復習：ワークシート⑥と指導案

③を完成させる 

（第 15回の授業で提出） 

 45 

15 

テーマ：まとめ 

今までの学習をチェックリストを用いて振り返りレポー

トにまとめます。また、小学校との連携・接続、特別な

配慮を要する子どもと健康についても説明します 

講義 予習：教科書 177-192ページ

を読む 

復習：今までのワークシート等

の資料を整理し見直す 

 30 

16     

17     

18     

19     

20     

21     

22     

23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

既習の関連科目、特に「子どもと健康」「子どもの運動あそび」「子どもの保健」は必ず復習し、内容によってそ

の教科書やノート、資料を持参して授業に臨むと理解がより深まります 
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テキスト 

・子どもと社会の未来を拓くー保育内容ー健康 高橋弥生・臼井達矢編 青踏社、2022． 

・平成 29年告示 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

講義の中でその都度ご紹介します 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

・お天気次第で授業進行が前後する可能性があります。classroomの連絡を見落とさないように注意してくだ

さい 

・領域「健康」は、貴女自身の日常生活行為や習慣等に深くかかわる内容です。自身の生活も見直す機会に

してください（例えば、お箸の持ち方や生活習慣にまつわるマナー等） 

・ノートを別途作成する必要はありません。ワークシート等を用いて学習が整理できるようにしておきます。そ

のため、ワークシート等をファイリングしておけるよう準備をしておいてください 

・本科目は、グループワークを多く活用します。グループ内での関係性構築や役割遂行、協働する等の力も身

につけてください 

・グループワークで進めることが多いため、何か気にかかることがあれば早めに相談に来てください 

達成度評価に関す

るコメント/課題に

対するフィードバッ

クの方法 

【評価の内訳】 

①レポート：第 15回の授業時間内に「チェックリスト」と共に提出していただきます 30点 

②発表：模擬保育の内容と参加度で評価します 10点 

③レポート外の提出物：ワークシート①～⑥ 25点 

           指導案①～③    15点 

④その他：グループワークの取り組み度  15点 

     自己評価  5点 

なお、模擬保育の評価、グループワークの取り組み度の評価で用いるルーブリック表は第 1回オリエンテー

ションの時に提示及び説明をします 

【課題に対するフィードバック】 

提出されたワークシート、指導案は、必要に応じてコメントを付けて次回授業の時に返却します。ファイリング

して復習などに活用してください 

 


